令和７年度３学期終業式　式辞

おはようございます。
そして進級おめでとうございます。
１年生はちょうど１年前、入試を終え新しい環境の中で新しい仲間と出会い、全てに戸惑い、緊張し、不安なことばかりだった日々をスタートさせました。緊張や不安がわくわく感に変わっていったのは、きっとお互いを思う気持ち、そして同じ思いを持つ仲間がそばにいたからではなかったでしょうか。また、それを支えてくれた先輩方がいたのではなかったでしょうか。
あと２週間もすれば、あの頃の皆さんと同じ気持ちを抱えた新入生がやってきます。
そこで皆さんはどのように後輩である新１年生をサポートできるでしょうか。48期生の腕の見せ所ではないでしょうか？

2年生。高校生活の中心というべき時期で修学旅行をはじめとする行事や部活動などで多くの思い出を作る中、「主体的に行動する」ことの本質に触れた貴重な体験を積み上げてきたと、先生は感じています。
先日卒業していかれた46期生の先輩方は、皆さんの先を常に歩む中、主体的に行動することで多くの思考や行動に変化をもたらすだけでなく、自分で考え選び行動することには「責任」がともなう。それこそが北千里生がめざす「自由」であり、「主体性」であり、「北千里の新たな伝統」だと胸を張って卒業されていきました。

いよいよあと2週間後には新しい学年、クラスで高校生活がスタートします。
2学期の終業式でも話しましたが、周りの環境、雰囲気でクラスや学年、学校の持つ雰囲気が変わります。一人ひとりが自分もその一員であるという自覚のもと、誰かの努力を冷やかさない。誰かの不安を軽く扱わない。
次の1年間を最後まで、同じ時間を生きる仲間として、互いを支える空気を、大切にしてください。
それは、これから先の人生でも、必ず皆さんを助ける力になります。

今日はSNSについて話をします。
「デジタルタトゥ」は知っていますよね。ネット上に公開された書き込みや写真などのデジタル情報は「タトゥ」と同じで消すことが困難で、その人について回ることを表現している言葉です。

非常に残念ですが、いまだに飲食店での「バイトテロ」や客の迷惑行為などが、「面白そうだから」とSNS上に投稿し、それが動画で拡散され、大きな社会問題となっています。
仲間内で楽しもうとあげた動画は、本人が気づかないうちに拡散され、慌てて削除してもすでに誰かが保存していることは今までの事例で確認されています。
被害を受けた企業側からは当然のことながら、損害賠償請求され、数百万円～数千万円となったケースもありました。
それだけでなく、ほとんどの企業では、社員を採用するという時に、ネットで検索し、その人が過去にした書き込みなども調査しています。
書き込んだ内容からその人の行動や考え方を推測できるからです。
暴力や違法行為に関する投稿、差別的な発言、人や組織を誹謗中傷するような書き込みをしている人は、採用後に会社にとってマイナスになるかどうかを判断するわけです。

「友達との会話」のように感じているSNSは、世界中の人が見る掲示板のようなもの。
そして、その掲示板は消すことが出来ず一生残り続けます。
ログイン情報や接続情報から、必要な手続きを取れば、投稿した人が特定される可能性もあります。
ぜひ、皆さん、投稿ボタンを押す前に、「10年後の自分が見ても恥ずかしくない言葉かどうか」「誰かを傷つけてはいないだろうか」を「自分事」として考えて欲しいと思います。

では、明日から新たな目標に向かって主体的に取り組める最高の一年となるよう、準備を始めましょう。
有意義な春休みを過ごし、2週間後に元気に登校してくることを願っています。
